
◇演題：情報通信の現状と今後の動向
　　　　　　～農業分野で ICTを利用した具体的事例の紹介～

◇講師：五雲寺　卓（Gounji  Takashi)　
                    ㈱富士通テレコムネットワークスエンジニアリングサービス
　　　　　　　　　　　　　（米沢興譲館　昭和４３年卒）

平成２７年　米沢興譲館同窓会 東京支部総会　記念講演

１９４９年　山形県長井市に生まれる

１９６８年　山形県立米沢興譲館高等学校卒業

１９７４年　山形大学大学院工学研究科電子工学専攻　修士課程修了。

                  　同年、富士通株式会社入社

１９９６年　富士通株式会社　伝送事業部　技術部長

２００１年　富士通株式会社　ＮＴＴ第一統括営業部　統括部長

２００７年　富士通アクセス株式会社　執行役員

２０１１年　株式会社富士通テレコムネットワークスエンジニアリングサービス代表取締役社長　　

２０１４年　同社顧問、エグゼクティブアドバイザー　

　●４１年間にわたり富士通株式会社および関係会社において、通信ビジネス関連の業務に従事。

ＰＲＯＦＩＬＥ

　情報通信技術（ICT）は、社会のインフラとして我々の暮らしの中で必要不可欠なものになっ

ている。インターネット人口は世界で約３０億人に達し、今後も増加していくことが予測される。

　また最近は４Ｋ、８Ｋのより高精細な放送も実用化され始め、一方ビッグデータを用いた精度

の高いサービスを瞬時に提供できる技術も実現している。

　上記の社会的要請を支える ICTは日々進歩し、特に通信速度の高速化やコンピュータのデータ

処理速度の飛躍的向上が実現の鍵となっている。さらに経済的で高度なサービスを享受できるク

ラウドサービスがデータセンターを介し、様々な分野で当たり前に利用できる状況になってきて

いる。

　講演では ICTの市場や技術の動向を説明すると共に、今まで縁が浅いと思われていた農業への

活用（人工透析患者でも生で食べられる低カリウムレタスの工場での栽培や農業クラウドを用い

た農業経営の効率化）についていて具体的事例をあげて紹介する。
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米沢市　米沢法人会セミナー　富士通の五雲寺氏が情報通信技術の現状と動向を講演


